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 背景・目的:  
精神的汚染（Mental Contamination）とは、性被害体験に関する不快な記憶を想起するこ
とによって、自分の身体が汚れたような感覚（汚染感）が生じ、その汚染感を洗い落とし
たくなる洗浄衝動が生じる強迫性障害の症状である（Rachman, 1996）。 
本研究は、（a）どのようなタイプの性被害体験を想起した場合に、精神的汚染は最も強く
生じるのか、（b）どのような認知的要因によって、精神的汚染は増悪・維持されるのかを
検証した。 
方法:  
過去に性被害に遭遇したことのある 148 名の女性を対象にした質問紙調査を行った。調査
の手続きとして、彼女らに最も不快な性被害体験を自由記述課題によって想起してもらい、
その際に生じた精神的汚染の程度（i.e., 汚染感・洗浄衝動・内的否定的感情・外的否定的
感情）および性被害体験に対する認知的評価を測定した。 
結果:  
二元配置分散分析の結果、強姦／強姦未遂に関する性被害体験を想起した女性は、他の性
被害体験（言語的性被害・視覚的性被害・身体接触を含む性被害）を想起した女性より、
強い精神的汚染が生じていた。さらに階層的重回帰分析の結果、性被害体験に対する侵害
度の認知、過度な責任の認知、不道徳性の認知は、精神的汚染を有意に予測していた。  
結論:  
本研究は、精神的汚染を最も引き起こす性被害体験のタイプは、強姦／強姦未遂であるこ
とを明らかにした。さらに性被害体験に対して侵害度の認知、過度な責任の認知、不道徳
性の認知をした場合、精神的汚染は増悪・維持されることを示唆した。 
臨床的考察として、対象者の性被害体験に対する侵害度の認知、過度な責任の認知、不道
徳性の認知を修正する認知行動療法が、精神的汚染を緩和させるのに有効である可能性を
示唆した。 
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